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作業船乗組員の働き方改革の実現に向けた積算上の試行的取組積算要領(能力補正型及び能力現行型編)_令和 7 年 4 月版_別添資料  対比表  ［R7.3.26］ 
 

掲載頁 現行（令和６年度） 改定（令和７年度） コメント 
P3-1-25 
港湾請負工事積算基準 
3-1-6 施工歩掛 
1)作業能力 
(2)１時間当り浚渫能

力(m3/h)と土量の標準

変化率 
 
※試行的取組（能力補

正型）積算要領および

試行的取組（能力現行

型）積算要領も同じ 

 
土      質 標準変 

化率ｆ 

グラブ浚渫船（硬土盤用）規格 

分  類 Ｎ値、状態 鋼 D2.5m3 鋼 D 5m3 鋼 D 9m3 鋼 D 15m3 鋼 D 23m3 鋼 D 30m3 

粘 土 質 土 砂 
 10 未満 0.95 119.7 235.1 393.3 586.3 755.1 884.5 

10～30  〃  0.90 75.6 151.9 291.6 462.9 596.2 737.4 

砂 質 土 砂 
    10 未満 0.90 97.2 192.4 340.2 509.1 655.8 804.4 

10～30  〃  0.85 66.3 133.9 229.5 371.6 506.7 601.4 

レキ混り土砂     30  〃 0.85 35.7 86.1 168.3 262.3 366.0 443.2 
 

 
土      質 標準変 

化率ｆ 

グラブ浚渫船（普通地盤用）規格 

分  類 Ｎ値、状態 鋼 D2.5m3 鋼 D 5m3 鋼 D 9m3 鋼 D 15m3 鋼 D 23m3 鋼 D 30m3 

粘 土 質 土 砂 
 10 未満 0.95 119.7 235.1 393.3 586.3 755.1 884.5 

10～30  〃  0.90 75.6 151.9 291.6 462.9 596.2 737.4 

砂 質 土 砂 
    10 未満 0.90 97.2 192.4 340.2 509.1 655.8 804.4 

10～30  〃  0.85 66.3 133.9 229.5 371.6 506.7 601.4 

レキ混り土砂     30  〃 0.85 35.7 86.1 168.3 262.3 366.0 443.2 
 

 
記載の修正 

P3-1-(23) 
港湾請負工事積算基準 
参考資料－４  バック

ホウ揚土 
１－４  バックホウの

規格の組合せ 
３）バックホウ規格の

組合せ 
 
※試行的取組（能力補

正型）積算要領および

試行的取組（能力現行

型）積算要領も同じ 

 

 

 

 

 
記載の修正 

表紙  
第５章 １５節 安全費  

 
第５章 ５節 安全費 

 
記載の修正 



 

2 
 

P5-5-4 
港湾請負工事積算基準 
３．安全対策 
３－２－２  施工歩掛 
１）代価表 
 
※試行的取組（能力補

正型）積算要領および

試行的取組（能力現行

型）積算要領も同じ 

 
(1) 安全監視船 １式当り 

名  称 形 状 寸 法 単 位 数 量 摘  要 

安 全 監 視 船 FRP Ｄ  180PPS 型 日 1 就業 Ｈ 

安 全 監 視 船 FRP Ｄ  260PPS 型 日 1 就業 Ｈ 

国際 VHF 装備  日  損料 

雑 材 料     

注）1.安全監視船の規格は 180PS 型を標準とし、国際 VHF 装備使用の場合は 260PS 型を 

標準とする。 

2.安全監視船の規格は、現場条件により他規格を使用できる。 

3.安全監視船の就業時間は、監視対象船舶の就業時間と同一とする。 

4.国際 VHF 装備損料＝供用 1 日当り損料×α（供用係数） 

 
(1) 安全監視船 １式当り 

名  称 形 状 寸 法 単 位 数 量 摘  要 

安 全 監 視 船 FRP Ｄ  180PPS 型 日 1 就業 Ｈ 

安 全 監 視 船 FRP Ｄ  260PPS 型 日 1 就業 Ｈ 

国際 VHF 装備  日  損料 

雑 材 料     

注）1.安全監視船の規格は 180PS 型を標準とし、国際 VHF 装備使用の場合は 260PS 型を 

標準とする。 

2.安全監視船の規格は、現場条件により他規格を使用できる。 

3.安全監視船の就業時間は、監視対象船舶の就業時間と同一とする。 

4.国際 VHF 装備損料＝供用 1 日当り損料×α（供用係数）（銭止め、切り捨て） 

 
記載の修正 

単－10 
港湾請負工事積算基準 
 
試行的取組（能力原稿

型）積算要領 
 
試行的取組（能力現行

型）積算要領 

 

別表－４ 就業時間別の船員供用係数 

 

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（１ワッチ制） 

 

 

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（２ワッチ制） 

 

注）1.別表－４における就業時間別船員供用係数（β）は、就業時間 8H[超勤時間 0H 深夜時間 0H]の

場合を除き、令和６年３月から適用の割増対象賃金比をもとに算出された就業時間別船員供用

 

別表－４ 就業時間別の船員供用係数 

 

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（１ワッチ制） 

 

 

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（２ワッチ制） 

 

注）1.別表－４における就業時間別船員供用係数（β）は、就業時間 8H[超勤時間 0H 深夜時間 0H]の場

合を除き、令和７年３月から適用の割増対象賃金比をもとに算出された就業時間別船員供用係数

 
記載の修正 
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係数（β）である。したがって、割増対象賃金比に変更があった場合は、下記「就業時間別船

員供用係数（β）の算出式」をもとに別途算出するものとする。 

2.就業時間と超勤時間および深夜時間の関係が別表－４によらない場合についても、同様に、下

記「就業時間別船員供用係数（β）の算出式」をもとに別途算出するものとする。 

3.上記船員以外にも潜水士等も対象とする。 

 

就業時間別船員供用係数(β)の算定式 

 

β ：時間外手当および深夜手当を考慮した船員供用係数 

β０ ：就業８時間の場合の船員供用係数 

割増対象賃金比：労務単価に占める割増賃金の対象となる賃金の比率をいう。 

ただし、２ワッチにおける超過勤務時間数および深夜労働時間数は、２

ワッチの合計の時間数とする。 

 

（β）である。したがって、割増対象賃金比に変更があった場合は、下記「就業時間別船員供用係

数（β）の算出式」をもとに別途算出するものとする。 

2.就業時間と超勤時間および深夜時間の関係が別表－４によらない場合についても、同様に、下記

「就業時間別船員供用係数（β）の算出式」をもとに別途算出するものとする。 

3.上記船員以外にも潜水士等も対象とする。 

 

就業時間別船員供用係数(β)の算定式 

 

β ：時間外手当および深夜手当を考慮した船員供用係数 

β０ ：就業８時間の場合の船員供用係数 

割増対象賃金比：労務単価に占める割増賃金の対象となる賃金の比率をいう。 

ただし、２ワッチにおける超過勤務時間数および深夜労働時間数は、２ワ

ッチの合計の時間数とする。 

 
単－21 
港湾請負工事積算基準 

 
１４．ガットバージ 

ガットバージ  運転１日当り                                          就業１０時間 

名  称 形状寸法 単位 
グラブ容量 3.0m3 

摘  要  
1,000m3 排出 293kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 450  

高 級 船 員  人 2×β  

普 通 船 員  〃 2×β  

損 料 運 転 日 1  

〃 供 用 〃 α  
 

 
１４．ガットバージ 

ガットバージ  運転１日当り                                          就業１０時間 

名  称 形状寸法 単位 
グラブ容量 3.0m3 

摘  要  
1,000m3 排出 294kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 450  

高 級 船 員  人 2×β  

普 通 船 員  〃 2×β  

損 料 運 転 日 1  

〃 供 用 〃 α  
 

 
記載の修正 

単－21 
試行的取組（能力補正

型）積算要領 

 
１４．ガットバージ 

ガットバージ  運転１日当り                                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 
グラブ容量 3.0m3 

摘  要  
1,000m3 排出 293kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 450  

高 級 船 員  人 2×β  

普 通 船 員  〃 2×β  

損 料 運 転 日 1  

〃 供 用 〃 α  

※１ 船員供用係数（β）は、就業 10H、超勤時間 2H、深夜時間 0H を適用する。  

※２ 損料は「作業船乗組員の働き方改革の実現に向けた積算上の試行的取組積算要領（能力補正  

型）」による  

 

 
１４．ガットバージ 

ガットバージ  運転１日当り                                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 
グラブ容量 3.0m3 

摘  要  
1,000m3 排出 294kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 450  

高 級 船 員  人 2×β  

普 通 船 員  〃 2×β  

損 料 運 転 日 1  

〃 供 用 〃 α  

※１ 船員供用係数（β）は、就業 10H、超勤時間 2H、深夜時間 0H を適用する。  

※２ 損料は「作業船乗組員の働き方改革の実現に向けた積算上の試行的取組積算要領（能力補正  

型）」による。  

 

 
記載の修正 
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単－21 
試行的取組（能力現行

型）積算要領 

 
１４．ガットバージ 

ガットバージ  運転１日当り                                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 
グラブ容量 3.0m3 

摘  要  
1,000m3 排出 293kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 337  

高 級 船 員  人 2×β  

普 通 船 員  〃 2×β  

損 料 運 転 日 1  

〃 供 用 〃 α  

※１ 船員供用係数（β）は、就業 8H、超勤時間 0H、深夜時間 0H を適用する。  

 

 
１４．ガットバージ 

ガットバージ  運転１日当り                                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 
グラブ容量 3.0m3 

摘  要  
1,000m3 排出 294kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 337  

高 級 船 員  人 2×β  

普 通 船 員  〃 2×β  

損 料 運 転 日 1  

〃 供 用 〃 α  

※１ 船員供用係数（β）は、就業 8H、超勤時間 0H、深夜時間 0H を適用する。  

 

 
記載の修正 

単－31 
港湾請負工事積算基準 

 
２４．空気圧送船 

空気圧送船 運転１日当り                      就業１０時間 

名  称 形状寸法 単位 

数  量  
摘  要  鋼Ｄ 2,000PS 型 

1,471kW 

鋼Ｄ 3,000PS 型

2,207kW 

鋼Ｄ 6,000PS 型

4,413kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 376.6×T 560.0×T 1,129.7×T  

船 団 長  人 1×β 1×β 1×β  

高 級 船 員  〃 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 6×β 6×β 6×β  

損 料 運 転 時間 T  
〃 供 用 日 α  

 注）作業能力により運転時間(T)を決定し主燃料および損料（運転）を算出し決定する。 

 

 
２４．空気圧送船 

空気圧送船 運転１日当り                      就業１０時間 

名  称 形状寸法 単位 

数  量  
摘  要  鋼Ｄ 2,000PS 型 

1,471kW 

鋼Ｄ 3,000PS 型

2,207kW 

鋼Ｄ 6,000PS 型

4,413kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 376.6×T 565.0×T 1,129.7×T  

船 団 長  人 1×β 1×β 1×β  

高 級 船 員  〃 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 6×β 6×β 6×β  

損 料 運 転 時間 T  
〃 供 用 日 α  

 注）作業能力により運転時間(T)を決定し主燃料および損料（運転）を算出し決定する。 

 

 
記載の修正 

単－31 
試行的取組（能力補正

型）積算要領 

 
２４．空気圧送船 

空気圧送船 運転１日当り                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 

数  量  
摘  要  鋼Ｄ 2,000PS 型 

1,471kW 

鋼Ｄ 3,000PS 型

2,207kW 

鋼Ｄ 6,000PS 型

4,413kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 376.6×T 560.0×T 1,129.7×T  

船 団 長  人 1×β 1×β 1×β  

高 級 船 員  〃 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 6×β 6×β 6×β  

損 料 運 転 時間 T  
〃 供 用 日 α  

 注）運転時間（Ｔ）は、「作業船乗組員の働き方改革の実現に向けた積算上の試行的取組積算要領（能 

力補正型）」に基づき、補正した能力を用いて算出した運転時間を適用する。 

※１ 船員供用係数（β）は、就業 10H、超勤時間 2H、深夜時間 0H を適用する。 

   ※２ 損料および主燃料は「作業船乗組員の働き方改革の実現に向けた積算上の試行的取組積 

算要領（能力補正型）」による。 

 

 
２４．空気圧送船 

空気圧送船 運転１日当り                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 

数  量  
摘  要  鋼Ｄ 2,000PS 型 

1,471kW 

鋼Ｄ 3,000PS 型

2,207kW 

鋼Ｄ 6,000PS 型

4,413kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 376.6×T 565.0×T 1,129.7×T  

船 団 長  人 1×β 1×β 1×β  

高 級 船 員  〃 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 6×β 6×β 6×β  

損 料 運 転 時間 T  
〃 供 用 日 α  

 注）運転時間（Ｔ）は、「作業船乗組員の働き方改革の実現に向けた積算上の試行的取組積算要領（能 

力補正型）」に基づき、補正した能力を用いて算出した運転時間を適用する。 

※１ 船員供用係数（β）は、就業 10H、超勤時間 2H、深夜時間 0H を適用する。 

   ※２ 損料および主燃料は「作業船乗組員の働き方改革の実現に向けた積算上の試行的取組積 

算要領（能力補正型）」による。 

 

 
記載の修正 



 

5 
 

単－31 
試行的取組（能力現行

型）積算要領 

 
２４．空気圧送船 

空気圧送船 運転１日当り                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 

数  量  
摘  要  鋼Ｄ 2,000PS 型 

1,471kW 

鋼Ｄ 3,000PS 型

2,207kW 

鋼Ｄ 6,000PS 型

4,413kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 376.6×T 560.0×T 1,129.7×T  

船 団 長  人 1×β 1×β 1×β  

高 級 船 員  〃 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 6×β 6×β 6×β  

損 料 運 転 時間 T  
〃 供 用 日 α  

 注）作業能力より運転時間（T）を決定し主燃料および損料（運転）を算出し使用する。 

※１ 船員供用係数（β）は、就業 8H、超勤時間 0H、深夜時間 0H を適用する。 

   ※２ 損料は「船舶および機械器具等の損料算定基準」による 

 
２４．空気圧送船 

空気圧送船 運転１日当り                          就業８時間 

名  称 形状寸法 単位 

数  量  
摘  要  鋼Ｄ 2,000PS 型 

1,471kW 

鋼Ｄ 3,000PS 型

2,207kW 

鋼Ｄ 6,000PS 型

4,413kW 

主 燃 料 重 油 Ａ ℓ 376.6×T 565.0×T 1,129.7×T  

船 団 長  人 1×β 1×β 1×β  

高 級 船 員  〃 1×β 2×β 2×β  

普 通 船 員  〃 6×β 6×β 6×β  

損 料 運 転 時間 T  
〃 供 用 日 α  

 注）作業能力より運転時間（T）を決定し主燃料および損料（運転）を算出し使用する。 

※１ 船員供用係数（β）は、就業 8H、超勤時間 0H、深夜時間 0H を適用する。 

※２ 損料は「船舶および機械器具等の損料算定基準」による。 

 

 
記載の修正 

  


